
　
議
会
だ
よ
り
は
、平
成
7
年
10

月
の
創
刊
号
か
ら
記
念
す
べ
き

1
0
0
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。一
口
に
1
0
0
号
と

い
っ
て
も
足
か
け
25
年
、多
く
の

先
輩
諸
氏
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
編

集
、継
続
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、時
の
経

過
や
積
み
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
記
念
号
で
広
報
委
員
も
わ
く
わ

く
す
る
気
分
で
企
画
を
練
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
中
で
の
議
会
、

議
会
だ
よ
り
発
行
と
な
り
複
雑
な

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
全
国
で
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
に
、感
染
者
の
増
加
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
よ
う
な
中
で
政
府
の
観
光
支
援

事
業「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」が

始
ま
り
、移
動
活
発
化
へ
の
警
戒

を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
場
面
で
三
密
を
避
け「
新

し
い
生
活
様
式
」を
模
索
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
７
月
22
日
現
在
）

■発行／三股町議会
〒889-1995　宮崎県北諸県郡三股町五本松1-1
TEL.0986-52-9310
■編集／議会広報委員会
■発行責任者／議長：重久 邦仁

堀内 和義 委員

100
編
集

後
記

三股町議会だより100号記念特別企画
そこが聞きたい！ ／ 6月の定例会報告一般質問

100号
記念記念

100100号
記念記念
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TOPICK
補正予算等可決！
専決処分承認！

令和2年度　 一般会計他

6
月
の
定
例
会
報
告

　

町
議
会
で
は
、
６
月
定
例
会
を
６
月
８
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
の
15
日
間
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
専
決
処
分
、
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正

等
議
案
（
27
議
案
）、
報
告
４
件
、
陳
情
１
件
、
意
見
書
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
は
、
6
月
15
日
、
木
佐
貫
辰
生
町
長
に
、

常
任
委
員
会
の
行
政
調
査
費
な
ど
1
3
8
万
円
を

本
年
度
予
算
か
ら
減
額
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
充
て
る
よ
う
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

同
月
8
日
に
全
員
協
議
会
で
協
議
し
、
全
議
員

が
合
意
し
た
も
の
で
、
そ
の
趣
旨
を
書
い
た
申
し

入
れ
書
を
、
議
場
で
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
で
は
、
町
内
の
業
者
応
援
の
た

め
に
、
商
工
会
が
発
行

し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム

が
付
い
て
い
な
い
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
券
」
を

購
入
し
た
ほ
か
、
会
期

中
は
町
内
業
者
か
ら
弁

当
を
購
入
す
る
な
ど
、

応
援
消
費
の
取
り
組
み

も
行
い
ま
し
た
。

主な新型コロナウイルス対策事業予算

［専決処分及び補正予算］

給付金・補助金関係
　〇特別定額給付金事業・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26億540万円
　〇子育て世帯への臨時特別給付金事業・・・・・・・・・・・ 4,623万円
　〇家賃補助事業・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,009万円
　〇みまたん事業者おうえん給付事業・ ・・・・・・・・・・・・ 6,063万円
　〇肥育牛経営安定対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000万円
　〇プレミアム付商品券事業・・・・・・・・・・・・・・・・・1憶3,977万円

貸付金関係
　〇中小企業への利子補給事業・ ・・・・・・・・・・・・・ 144万5,000円
　〇経済変動・伝染病等対策資金利子補給補助金・・・・・・・112万円

支援事業関係
　〇小中学校児童生徒学習支援事業・・・・・・・905万円
　〇子育て世帯及び飲食店支援事業・・・・・・・713万円
　〇医療福祉従事者応援事業・・・・・・・・・・・・500万円
　〇小中学校等児童及び飲食店等支援事業・・・ 1,025万円
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● 小学校用指導用 
デジタル教科書購入

922万8,868円

●国民健康保険 
201万3,000円 減 
人事異動に伴う人件費

●介護保険 
157万8,000円 増 
人事異動に伴う人件費

●公共下水道事業 
149万4,000円 減 
人事異動に伴う人件費

●・三股町使用料及び手
数料徴収条例の一
部を改正する条例

・
●・三股町重度心身障害
者医療費助成に関す
る条例の一部を改正
する条例

・
●・三股町長等の損害賠
償責任の一部免責に
関する条例

●・三股町子ども医療費
助成に関する条例の
一部を改正する条例

・
●・三股町母子及び父子
家庭医療費助成に関
する条例の一部を改
正する条例

●・地方たばこ税を活用
した分煙環境整備に
関する陳情書

●・地方財政の充実・強化
を求める意見書

・
●・新型コロナウイルス感
染症対策に係る財政確
保等を求める意見書

○は賛成　●は反対　―は欠席　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。

上記以外の議案第29号～第55号、陳情第1号、意見書(案)第2号については、全会一致のため未記載としております。

令和2年度　 第 2 回 6 月定例会 採決結果

議案
番号

議案名
結
果

田
中　
光
子

堀
内　
和
義

新
坂　
哲
雄

楠
原　
更
三

福
田　
新
一

池
邉　
美
紀

堀
内　
義
郎

内
村・
立
吉

指
宿・
秋
廣

上
西　
祐
子

重
久　
邦
仁

山
中　
則
夫

意見書（案）1号 地方財政の充実・強化を求める意見書（案） 否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ◯ 議
長 ●

2億745万9,000円 増
・人事異動に伴う人件費
・新型コロナウイルス対策費

農業委員会の
任命について

溝口 良信 氏
（70歳）

上水 広志 氏
（63歳）

馬渡 芳文 氏
（68歳）

小倉 休幸 氏
（67歳）

内村 介貞 氏
（59歳）

下石 昭葊 氏
（70歳）

一般会計補正予算

条例改正等人事案件

財産の取得について

陳  情

意見書 特別会計補正予算

採
択

同
意

否
決

反対多数



そこが聞きたい！一般質問

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告
や説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を
進めているかをチェックするものです。

一般質問とは…

質問事項の一覧

田中 光子 議員
①定期接種対象者への通知について
②介護現場での新型コロナウイルス感染症対策について
③歯科保健対策について

内村 立𠮷 議員
①牛肉の活用や支援について
②新型コロナウイルス対策について

堀内 和義 議員
①蓼池かくれ念仏洞について
②町内の防災組織・リーダー育成について
③コロナ感染拡大に伴う農畜産業への影響について

指宿 秋廣 議員
①商品券について
②全員協議会での意見の反映について
③保育園の登園状況について

福田 新一 議員
①自治公民館の加入について
②防犯灯電気料金の補助金交付について
③本町を生かした体験チケットについて

池邉 美紀 議員
①住民票等の請求手続きについて
②マイナンバーカードについて
③新型コロナの影響について
④三股町役場駐車場の二重ライン化について
⑤SNS誹謗中傷問題について

堀内 義郎 議員
①新たな生活様式への学校の対応について
②和牛の繁殖農家、肥育農家の支援について

楠原 更三 議員
①コロナ対策について
②ごみ出しルールの周知徹底について
③三股らしさの捉え方について
④本町の魅力化について

上西 祐子 議員
①特別定額給付金配布について
②危機・災害に備えた人的体制について
③どうぞ便の支援拡大について

5p

9p

10p

11p

12p

13p

6p

7p

8p

?

4
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定
期
接
種
対
象
者
へ
の

定
期
接
種
対
象
者
へ
の

通
知
に
つ
い
て

通
知
に
つ
い
て

Q
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
定
期
検
査
受
診
は
大
事
。
そ
れ

以
上
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

が
大
事
で
あ
る
が
、
対
象
者
へ
の
通
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
?

A
町
民
保
健
課
長

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し
、
電

話
・
窓
口
相
談
で
は
定
期
接
種
と
し
て
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
で
き
る
こ

と
や
、
有
効
性
と
接
種
に
よ
る
副
反
応
が
起

こ
る
リ
ス
ク
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

Q
定
期
接
種
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
?

A
町
民
保
健
課
長

　

平
成
23
年
度
は
99
人
、
24
年
度
は
2
2
9

人
、
25
年
度
は
1
0
0
人
、
26
年
か
ら
30
年

度
は
0
人
、
令
和
元
年
度
は
2
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Q
定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
個
別
通
知
を
行
わ

な
く
な
り
、
適
切
な
情
報
を
対
象
者
に
届
け

て
い
た
か
?・

今
後
の
取
り
組
み
は
?

A
町
民
保
健
課
長

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
で
、
が
ん
に
な
る
過
程
の
異
常
や
ご
く
早

期
の
が
ん
を
発
見
し
、
経
過
観
察
や
負
担
の

少
な
い
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
今
後
も
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

介
護
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

Q
介
護
現
場
や
在
宅
介
護
へ
の
適
切

な
支
援
は
で
き
た
の
か
?

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

各
事
業
所
へ
マ
ス
ク
の
配
布
や
町
独
自
の

応
援
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
施

設
や
事
業
所
と
連
携
し
、
感
染
防
止
に
向
け

た
継
続
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
事
業
所
で
は
衛
生
物
資
の
調
達
に

費
用
も
掛
か
る
た
め
、
現
場
で
必
要

な
衛
生
物
資
の
備
蓄
が
必
要
で
は
な
い
か
?

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

町
内
や
近
隣
自
治
体
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
を
想

定
し
、
介
護
施
設
や
事
業
所
と
高
齢
者
支
援

課
、
県
が
連
携
し
、
感
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
感
染
防
止
の
た
め
の
情
報
提
供
に
努
め

て
い
ま
す
。

歯
科
保
健
対
策
に
つ
い
て

歯
科
保
健
対
策
に
つ
い
て

Q
６
月
は
歯
の
衛
生
週
間
で
あ
る
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
？

A
教
育
課
長

　

フ
ッ
化
物
洗
口
に
関
す
る
知
識
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
や
、
教
員
の
抱
え
る
不
安
等

が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
や
歯
の
異

常
が
あ
っ
た
時
の
治
療
率
は
７
割
程
度
に
留

ま
っ
て
お
り
、
口
腔
ケ
ア
の
基
本
で
あ
る
歯

磨
き
習
慣
が
児
童
生
徒
に
は
身
に
付
い
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

Q
む
し
歯
が
少
な
い
市
町
村
は
、
フ
ッ

化
物
洗
口
を
実
施
し
て
い
る
。
本
町

は
県
内
の
市
町
村
中
４
番
目
に
、
む
し
歯
が

多
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
か
？

A
教
育
課
長

　

家
庭
と
学
校
が
連
携
を
強
化
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
基
本
的
な

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
、
課
題

に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
ま
す
。

町民保健課長

町のホームページで行っています

子宮頸
けい

がん予防の情報提供は？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

H23

99
人

100
人

0
人

2
人

229
人

H24 H25 H26～H30 R1
0

50

100

150

200

250
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牛
肉
の
活
用
や
支
援
に
つ
い
て

牛
肉
の
活
用
や
支
援
に
つ
い
て

Q
宮
崎
牛
を
含
む
Ａ
5
・
Ａ
4
等
級

の
在
庫
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
。
連
動

し
て
子
牛
価
格
も
急
落
し
て
い
る
。
全
国
的

に
小
中
学
校
に
牛
肉
を
使
っ
た
給
食
の
提
供

も
み
ら
れ
る
が
、
本
町
も
地
元
産
消
費
増
を

兼
ね
て
学
校
給
食
に
牛
肉
の
活
用
は
で
き
な

い
か
?A

教
育
課
長

　

栄
養
教
諭
と
協
議
し
て
10
月
・
11
月
・
12

月
に
県
産
和
牛
3
9
0
kg
を
活
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q
肉
用
牛
肥
育
農
家
へ
の
町
独
自
の

支
援
事
業
は
で
き
な
い
か
?

A
農
業
振
興
課
長

　

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
（
※
）

の
残
り
1
割
の
1
／
2
を
1
頭
1
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
す
る
制
度
を
今
議
会
に
上
程

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金
利
子
補
給
補
助
金

も
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

Q
本
町
に
お
け
る
国
の
定
額
給
付
金
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
町

独
自
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
?

A
町
長

　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
対
象
世
帯

1
1
4
3
6
世
帯
（
2
6
0
5
4
人
）
に
申

請
書
類
を
発
送
し
、
6
月
5
日
現
在
で
93
％

の
世
帯
に
給
付
済
み
で
す
。

　

町
独
自
の
内
容
に
つ
い
て
は
23
の
事

業
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
町
単
独
分
の
約

1
億
6
7
0
0
万
円
に
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
1
億
2
6
0
0
万
円
を
充
て
る
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

Q
町
民
全
体
に
行
き
届
く
よ
う
な
対

応
策
に
つ
い
て
は
?

A
総
務
課
長

　

未
申
請
の
世
帯
（
6
月
5
日
現
在
2
3
4

世
帯
）
に
対
し
申
請
勧
奨
の
文
書
発
送
を
行

い
、
関
係
部
署
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
適
切

に
給
付
事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
み
ま
た
ん
事
業
者
応
援
給
付
金
事

業
、
家
賃
補
助
事
業
に
つ
い
て
受
理

さ
れ
な
か
っ
た
主
な
理
由
、
受
付
締
切
（
5

月
31
日
と
8
月
31
日
）
の
違
い
は
?

A
企
画
商
工
課
長

　

昨
年
と
今
年
の
売
り
上
げ
を
比
べ
て
、
売

り
上
げ
が
15
％
以
上
落
ち
込
ん
で
い
な
か
っ

た
の
が
受
理
し
な
か
っ
た
主
な
理
由
で
す
。

応
援
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
困
窮
さ
れ

て
い
る
事
業
者
へ
早
く
現
金
を
届
け
る
た

め
5
月
31
日
締
切
と
し
、
家
賃
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
3
ヶ
月
分
の
補
助
と
な
る
の
で

8
月
31
日
締
切
と
し
ま
し
た
。

Q
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
兆
候
、
対
処
法
に

つ
い
て
、
学
校
と
し
て
の
指
導
は
?

A
教
育
長

　

教
育
委
員
会
、
各
学
校
で
は
各
家
庭
に
対

し
て
児
童
生
徒
の
学
習
面
や
精
神
面
で
の
心

配
事
に
対
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て
案
内
し

ま
し
た
。
教
職
員
、
保
護
者
が
児
童
生
徒
を

理
解
し
、
発
言
す
る
言
動
を
注
意
深
く
見
守

り
、
適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
介
護
施
設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
混
乱

を
招
い
て
い
る
中
で
、
高
齢
者
の
孤

立
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
対
処
法
は
?

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
体
操
教
室
が

休
み
の
時
に
す
る
と
い
い
こ
と
」
と
い
う
チ

ラ
シ
を
作
り
配
布
し
て
い
ま
す
。
足
も
と
元

気
教
室
も
再
開
し
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
つ
い
て
は
消
毒
液
を
配
布
し
ま
す
。

教育課長

県産黒毛和牛を活用したい

給食に牛肉を活用できないか？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問

※・

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
…
肉
用
牛

の
生
産
者
の
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
標
準
的
販
売
価
格
が
標
準
的

生
産
費
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
肉
用
牛
の
生
産
者

に
対
し
、
そ
の
差
額
の
９
割
を
交
付
金
と
し
て
交

付
す
る
制
度
。
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蓼
池
か
く
れ
念
仏
洞
に
つ
い
て

蓼
池
か
く
れ
念
仏
洞
に
つ
い
て

Q
町
指
定
文
化
財
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
か
?

A
教
育
長

　

平
成
元
年
11
月
に
町
指
定
文
化
財
と
し
て

指
定
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
に
鹿
児
島
藩

が
浄
土
真
宗
の
信
仰
を
禁
止
し
て
い
た
中
で

信
者
が
信
仰
を
守
る
た
め
、
洞
穴
の
中
で
活

動
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
文

化
財
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
崩
壊
寸
前
で
早
期
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
?

A
教
育
課
長

　

入
口
階
段
と
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い

て
は
補
修
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
史
跡

と
し
て
の
価
値
を
損
す
る
こ
と
な
く
、
現
状

維
持
と
復
元
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら

そ
の
整
備
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

讃さ
ん
せ
い
ひ

誓
碑
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る

石
自
体
が
脆も

ろ

い
う
え
、
国
道
沿
い
の
振
動
が

多
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
保
存
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
整
備
が
終
わ
る
ま
で
は
立
ち
入
り

禁
止
に
し
て
は
ど
う
か
?

A
教
育
課
長

　

現
地
調
査
を
行
い
、
危
な
い
状
況
で
あ
る

と
確
認
し
た
た
め
、
調
査
後
す
ぐ
に
禁
止
の

標
識
を
付
け
て
ロ
ー
プ
を
張
り
ま
し
た
。

Q
説
明
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
？

A
教
育
課
長

　

説
明
板
に
つ
い
て
は
、
そ
の
説
明
文
が
完

成
次
第
、
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
防
災
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

町
内
の
防
災
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
町
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
数
と
活
動
内
容
は
?

A
総
務
課
長

　

三
股
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
加
入

し
て
い
る
団
体
は
23
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
福
祉
施
設
訪
問
、
環
境
美
化
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
福
祉
、
傾
聴
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

多
彩
で
あ
り
ま
す
。

Q
町
内
の
防
災
士
取
得
者
と
活
動
内

容
は
?

A
総
務
課
長

　

4
月
1
日
現
在
、
1
3
4
人
で
す
。
活
動

事
例
と
し
て
は
、
今
市
自
治
公
民
館
が
自
治

公
民
館
自
主
防
災
隊
11
名
の
防
災
士
を
中
心

と
し
た
防
災
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
防
災
士
の
定
期
的
な
研
修
・
講
習
会

の
実
施
は
?

A
総
務
課
長

　

毎
年
1
回
、
町
内
の
防
災
士
に
呼
び
掛
け

て
、
勉
強
会
及
び
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う

農
畜
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

農
畜
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

Q
町
内
の
農
畜
産
物
の
出
荷
量
や
価
格
へ

の
影
響
は
?

A
農
業
振
興
課
長

　

花か
　
き卉

、
マ
ン
ゴ
ー
に
お
い
て
出
荷
量
減
少

や
価
格
下
落
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

影
響
が
大
き
い
の
が
肥
育
牛
農
家
で
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
等
の
利
用
者
減
少
に
よ
り
枝
肉
価

格
が
前
年
同
月
比
で
3
割
程
度
下
落
し
て
お

り
、
そ
の
影
響
で
子
牛
の
価
格
低
迷
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。

Q
町
内
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
?

A
農
業
振
興
課
長

　

宮
崎
牛
応
援
・
牛
乳
消
費
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
消
費
拡
大
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

教育課長

蓼
池
か
く
れ
念
仏
洞　

讃
誓
碑

整備方法を検討します

蓼池かくれ念仏洞の整備保存は？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほりほり

内内
うちうち

和和
かずかず

義義
よしよし

議員議員一般質問
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商
品
券
に
つ
い
て

商
品
券
に
つ
い
て

Q
本
町
の
商
店
等
が
商
品
券
を
換
金

す
る
時
に
、
商
工
会
で
手
数
料
を
今

ま
で
は
徴
収
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の

趣
旨
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
手
数
料

を
徴
収
し
な
い
で
、
そ
の
分
を
町
が
肩
代
わ

り
す
る
べ
き
で
は
?

A
企
画
商
工
課
長

　

本
来
は
商
工
会
で
1
％
の
手
数
料
が

発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
町
や
県

な
ど
の
取
り
扱
い
の
委
託
料
で
負
担
し

て
、
事
業
者
の
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
職
員
な
ど
の
有
志
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

が
つ
い
て
い
な
い
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
券
」

を
商
工
会
か
ら
購
入
し
て
、
地
元
の
事
業
者

を
応
援
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に

伴
う
景
気
浮
揚
対
策
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
商
品
券
の
発
行
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
か
?

A
企
画
商
工
課
長

　

現
在
、
町
が
発
行
し
た
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
1
人
に
つ
き
3
千
円
の
商
品
券
や
、�

県
が
発

行
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
食
事
券
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
町
と
県
と
で
、
3
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q
商
工
会
へ
の
加
入
促
進
や
、
町
内
事

業
の
活
性
化
の
立
場
で
、
商
工
会
に

未
加
入
で
も
商
品
券
等
が
使
え
る
こ
と
を
検

討
す
べ
き
で
は
?

A
企
画
商
工
課
長

　

持
続
化
給
付
金
や
家
賃
補
助
は
、
加
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
と
な
り
ま
す
。
今

後
発
行
予
定
の
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
利
用
に
対
し
て
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

全
員
協
議
会
で
の
意
見
の
反
映
に

全
員
協
議
会
で
の
意
見
の
反
映
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
議
会
の
全
員
協
議
会
が
4
月
27
日

に
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
で
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
行
政
の
中
で
協
議
さ
れ

た
の
か
?

A
副
町
長

　

意
見
は
「
感
染
防
止
策
」
が
3
件
、「
生
活

支
援
・
事
業
支
援
」
2
件
、「
学
習
支
援
」
1

件
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

早
速
、
第
7
回
の
対
策
会
議
に
議
会
で
出
た

意
見
も
紹
介
し
て
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
登
園
状
況
に
つ
い
て

保
育
園
の
登
園
状
況
に
つ
い
て

Q
他
の
自
治
体
で
は
、
行
政
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

に
過
剰
反
応
し
て
、「
①
微
熱
・
咳
・
鼻
水
・

朝
食
の
未
摂
取
・
軟
便
・
下
痢
・
ひ
ど
い
便

秘
・
機
嫌
不
良
・
睡
眠
不
足
の
ど
れ
か
」「
②

兄
弟
や
同
居
の
家
族
が
感
染
症
、
そ
の
可
能

性
の
あ
る
場
合
」「
③
兄
弟
や
同
居
の
家
族

が
体
調
不
良
で
休
ん
で
い
る
場
合
」
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
登
園
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。

　

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
か
ら
保
育
園
に

お
願
い
し
て
い
る
の
に
、
親
が
仕
事
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
話
を
き
く
。
本
町

で
は
こ
の
よ
う
な
過
剰
反
応
し
た
保
育
園
を

把
握
し
て
い
る
か
?

A
福
祉
課
長

　

国
ま
た
は
県
な
ど
の
保
育
園
に
関
す
る
感

染
防
止
の
た
め
の
留
意
点
等
の
文
書
を
逐

次
、
園
の
方
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
過
剰
な
反
応
を
し
て
い
る
保
育
園

は
本
町
に
は
無
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

企画商工課長

事業者からは今回徴収しません

商品券手数料の無料化を

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 指指
いぶすきいぶすき

宿宿秋秋
あきあき

廣廣
ひろひろ

議員議員一般質問

商品券
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自
治
公
民
館
の
加
入
に
つ
い
て

自
治
公
民
館
の
加
入
に
つ
い
て

Q
新
た
な
町
づ
く
り
の
方
向
性
を
定

め
て
策
定
さ
れ
た
「
第
5
次
総
合
計

画
」
は
、
本
年
が
最
終
年
度
で
あ
る
。
そ
こ

に
定
め
た
将
来
像
「
自
立
と
協
働
で
創
る
元

気
な
町
み
ま
た
」
の
“
協
働
”
の
内
容
は
、

自
治
公
民
館
活
動
が
大
き
く
占
め
る
。

　

令
和
元
年
11
月
現
在
の
加
入
率
は
、
中
原

自
治
公
民
館
の
92
％
か
ら
西
植
木
自
治
公
民

館
の
34
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
自
治
公
民
館
の
加
入
率
平
均
が
62
・

2
％
と
な
っ
て
お
り
。
県
内
市
町
村
に
お
い

て
3
番
目
に
低
い
加
入
率
で
あ
る
。

　

こ
の
自
治
公
民
館
加
入
率
の
現
状
を
ど
う

捉
え
る
か
?

A
町
長

　

ア
パ
ー
ト
が
多
く
調
査
不
能
の
稗
田
、
西

植
木
を
除
い
た
実
加
入
率
は
85
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
防
犯
、

防
災
や
高
齢
化
を
考
え
る
と
、
行
政
、
自
治
公

民
館
が
、
一
体
と
な
っ
て
、
加
入
促
進
は
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

町
民
室
で
加
入
促
進
を
実
施
し
、
所
属
す

る
自
治
公
民
館
の
確
認
と
ご
み
の
出
し
方
、

自
治
公
民
館
の
活
動
内
容
、
公
民
会
費
等
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
治
公

民
館
（
支
部
）
加
入
を
お
願
い
し
、
館
長
、
支

部
長
の
連
絡
先
を
記
入
し
た
「
よ
う
こ
そ
三

股
町
へ
」
を
渡
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
転

入
者
に
確
認
の
上
、
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

を
館
長
、
支
部
長
へ
連
絡
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
電
気
料
金
の
補
助
金
交
付
に

防
犯
灯
電
気
料
金
の
補
助
金
交
付
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
各
地
域
に
お
い
て
、
夜
間
に
お
け
る

歩
行
者
の
安
全
確
保
や
、
犯
罪
発
生

の
防
止
を
図
る
た
め
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
、
防
犯
灯
電
気
料
金
は
、
各
自
治

公
民
館
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
加
入
率

62
・
2
％
の
自
治
公
民
館
対
応
で
は
な

く
、
全
町
民
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
?

　

ま
た
、
補
助
金
を
交
付
で
き
な
い
か
?

A
総
務
課
長

　

平
成
25
年
よ
り
L
E
D
化
に
取
り
組
み
、

長
寿
命
、
省
エ
ネ
、
経
済
性
に
優
れ
て
い
る
点

か
ら
維
持
経
費
の
軽
減
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
町
内
に
、
1
7
3
6
基
設
置
し
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
新
た
な
防
犯
灯
の
設

置
、
修
繕
、
更
新
の
費
用
負
担
は
継
続
的
に

取
り
組
み
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
電
気

料
金
の
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

本
町
を
生
か
し
た
体
験
チ
ケ
ッ
ト
に

本
町
を
生
か
し
た
体
験
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
本
質
に
振
り
返

り
、
本
町
の
特
徴
を
生
か
し
た
陶
芸

教
室
、
農
業
体
験
、
郷
土
芸
能
視
察
、
ヤ
マ

メ
釣
り
、
民
泊
体
験
等
を
織
り
込
ん
だ
ソ
フ

ト
的
内
容
を
返
礼
品
に
加
え
て
は
ど
う
か
?

（
住
民
の
優
し
さ
、
故
郷
へ
の
愛
着
を
感
じ

る
体
験
チ
ケ
ッ
ト
）

A
企
画
商
工
課
長

　

本
町
の
認
知
度
向
上
と
地
場
産
業
の
振
興

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
寄
附
を
頂

い
た
方
々
と
の
間
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
て
絆
が
形
成
さ
れ
、
本
町
を
「
第
2
の
ふ

る
さ
と
」
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
本

町
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
体
験
型
の
返
礼
品
と
い
う
の
は
有
効

な
手
段
で
す
。

町長

行政も一体となって取り組む課題

自治公民館加入率の現状は？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 福福
ふくふく

田田
だだ

新新
しんしん

一一
いちいち

議員議員一般質問



10

住
民
票
等
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

住
民
票
等
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

Q
認
印
が
必
要
な
根
拠
と
、
認
印
を
省

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
？・

申
請
書

類
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
※
）
で
き
る
が
、
パ
ソ

コ
ン
で
書
き
込
み
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す

べ
き
で
は
？

A
町
民
保
健
課
長

　

認
印
が
必
要
と
い
う
条
例
・
規
則
等
の
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
許
証
な
ど
で
本
人
確
認

が
で
き
れ
ば
署
名
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

A
総
務
課
長

　

現
在
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請
書

類
へ
の
書
き
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
意
見
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

Q
特
別
定
額
給
付
金
の
関
係
で
普
及
率

が
上
が
っ
た
の
で
各
種
証
明
書
類

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
？A

総
務
課
長

　

平
成
25
年
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
が
、
導
入
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
都
城
市
が
導
入
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
町
民
の
利
便
性
を
重
視
し
た
観
点
か
ら
必

要
不
可
欠
な
事
業
と
考
え
ま
す
。
関
係
部
署
と

連
携
し
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

Q
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
授
業
の
遅
れ

や
習
熟
度
の
確
認
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
？　

ま
た
、
休
業
時
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
状
況
は
？　

今
後
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

A
教
育
長

　

習
熟
度
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
小
テ
ス
ト
な

ど
で
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
対
す

る
評
価
を
確
実
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
※
）
活
用
の
長
田
小
で
は
高

学
年
全
児
童
に
持
ち
帰
ら
せ
、
電
子
ド
リ
ル

な
ど
を
活
用
し
日
常
の
授
業
に
近
い
形
の
家

庭
学
習
が
で
き
る
よ
う
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
※
）
学
習
に
関
し
て
は
、
町

教
育
研
究
所
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
班

を
立
ち
上
げ
、
実
施
の
可
能
性
を
探
り
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
教
師
と
各
家
庭

双
方
向
の
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
学
習
へ
の
支
援
を
行
う
よ
う
に
す
る

も
の
で
す
。

三
股
町
役
場
駐
車
場
の

三
股
町
役
場
駐
車
場
の

二
重
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て

二
重
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て

Q
普
通
自
動
車
の
大
型
化
が
進
み
駐
車

場
の
間
隔
が
狭
い
と
、
乗
り
降
り
で

支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。
高
齢
者
に
も

優
し
い
２
重
ラ
イ
ン
に
す
べ
き
で
は
？

A
総
務
課
長

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
婦
、
幼
児
等
の

安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
す
る
と
改
善
す
べ

き
事
項
と
考
え
ま
す
が
、
取
り
組
め
る
範
囲

を
検
証
し
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
誹
謗
中
傷
問
題
に
つ
い
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
誹
謗
中
傷
問
題
に
つ
い
て

Q
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
※
）
の
誹
謗
中
傷
問
題
の
職
員
へ

の
指
導
は
行
わ
れ
て
い
る
か
？

A
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
研
修
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
通
じ
て
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

町民保健課長

署名だけで交付できる
場合もある

住民票等の認印は省けないか？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 池池
いけいけ

邉邉
べべ

美美
よしよし

紀紀
のりのり

議員議員一般質問

※・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る

フ
ァ
イ
ル
を
手
元
の
端
末
（
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
に

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
。

※・

S
N
S
…
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
（S

o
cial・N

etw
o
rkin

g

・S
ervice

）

の
略
で
、
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
交
流
で
き
る
会
員
制

サ
ー
ビ
ス
の
総
称
。

※・

タ
ブ
レ
ッ
ト
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
大
き
く
し

た
よ
う
な
板
状
の
タ
ッ
チ
式
デ
ジ
タ
ル
機
器
。
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
機
能
を
備
え
、
パ
ネ
ル
上
で

指
先
や
専
用
の
ペ
ン
を
使
い
操
作
す
る
。

※・

オ
ン
ラ
イ
ン
…
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。
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新
た
な
生
活
様
式
へ
の
学
校
の

新
た
な
生
活
様
式
へ
の
学
校
の

対
応
に
つ
い
て

対
応
に
つ
い
て

Q
学
校
生
活
や
登
下
校
時
の
暑
さ
対

策
に
つ
い
て
、
新
し
い
生
活
様
式
に

沿
っ
た
熱
中
症
へ
の
対
応
は
取
ら
れ
る
か
?

A
教
育
長

　

新
し
い
生
活
様
式
で
は
、
身
体
的
距
離
の

確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
が
基
本
的

な
感
染
症
対
策
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
も
同
時
に
講
じ
て
行
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
が
完
了
し
た
エ
ア

コ
ン
を
稼
働
し
、
か
つ
常
時
換
気
し
た
状
態

で
の
教
育
活
動
と
し
、
感
染
予
防
に
努
め
ま

す
。
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。Q

エ
ア
コ
ン
稼
働
の
温
度
に
つ
い
て
、

学
校
環
境
衛
生
基
準
で
は
17
℃
以

上
28
℃
以
下
が
望
ま
し
い
と
あ
り
、
三
股
小

で
は
27
℃
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
小
中
校
統

一
さ
れ
た
温
度
設
定
で
あ
る
の
か
?

A
教
育
課
長

　

統
一
で
は
な
く
エ
ア
コ
ン
稼
働
の
温
度
に

つ
い
て
は
、
学
校
長
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

Q
長
期
休
暇
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
整
備
が
早
急
に
必
要
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
I
C
T
（
※
）
整
備
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
?

A
教
育
長

　

国
の
補
助
事
業
で
、
令
和
2
年
度
に
限
り

1
8
0
0
台
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
本

町
で
は
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
6
月
補
正
で

8
0
0
台
強
を
リ
ー
ス
し
、
9
月
補
正
で

1
0
0
0
台
弱
を
購
入
す
る
計
画
で
す
。

　

I
C
T
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
個
々
の

習
熟
度
に
応
じ
て
、
個
別
の
学
習
を
深
化
さ

せ
る
手
段
と
し
て
用
い
、
検
査
結
果
を
元
に
、

新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
今
後
の
活
用
方
針
と
し
た
い
で
す
。

和
牛
の
繁
殖
農
家
、
肥
育
農
家
の

和
牛
の
繁
殖
農
家
、
肥
育
農
家
の

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

Q
肥
育
農
家
一
戸
あ
た
り
の
上
限
額

は
設
け
て
い
る
の
か
?

A
農
業
振
興
課
長

　

本
町
で
は
1
0
0
0
頭
以
上
規
模
の
農

家
が
い
な
い
の
で
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

Q
自
治
体
に
よ
っ
て
は
繁
殖
農
家
に
お

け
る
支
援
と
し
て
、
子
牛
導
入
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て
は
ど
う
か
?

A
農
業
振
興
課
長

　

優
良
家
畜
導
入
事
業
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Q
農
畜
産
物
の
価
格
低
下
や
販
売
不
振

の
支
援
と
し
て
、
県
外
へ
向
け
て
の

贈
答
品
に
よ
る
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
?

A
企
画
商
工
課
長

　

県
外
に
向
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
は

現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
本
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
お
い
て
、
よ
り
広
く
農
畜
産
物
を
返

礼
品
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
、
ま
た
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
※
）
型
」
で
提
案

で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

教育長

エアコン稼働と換気に
努めていく

学校での熱中症の対応は？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほりほり

内内
うちうち

義義
よしよし

郎郎
ろうろう

議員議員一般質問

※・

I
C
T
…Inform

ation

・and

・C
om

m
unication・

Tech
n
o
lo
g
y

の
略
で
、「
情
報
通
信
技
術
」
の

意
味
。
通
信
技
術
を
活
用
し
、
人
と
人
、
人
と
物

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
情
報
や
知
識
を
共
有

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

※・

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
群
衆
（
ク
ラ
ウ

ド
）
と
資
金
調
達
（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
発
表
し
、
賛
同
し
て
く

れ
た
人
か
ら
資
金
を
集
め
る
仕
組
み
。
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コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

Q
広
報
み
ま
た
6
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の

中
で
、
町
の
全
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
っ
た

事
業
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ま
た
、
報
道
機
関
へ
の
発
表
が
遅
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
?

A
町
長

　

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援
や
、
未
就

学
児
・
児
童
生
徒
及
び
飲
食
店
に
対
し
て
の

支
援
な
ど
、
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
支
援
事

業
等
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
報
道
機
関
へ

随
時
発
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
に

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
緊
急
事
態
宣
言
中
、
資
源
ご
み
を
含

め
て
ご
み
の
量
が
急
増
し
た
。
ご
み

出
し
ル
ー
ル
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
以
外
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
か
?

A
環
境
水
道
課
長

　

転
居
時
に
ご
み
出
し
の
方
法
に
つ
い
て
説

明
は
し
て
い
ま
す
。
支
部
外
の
人
た
ち
に
は

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
取
り
に
来
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
指
摘
を
受
け
た
の
で
、
周

知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q
環
境
学
習
公
園
（
エ
コ
フ
ィ
ー
ル

ド
）
の
当
初
の
目
的
と
実
態
、
今
後

の
活
用
は
?

A
環
境
水
道
課
長

　

環
境
学
習
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、

老
朽
化
等
に
よ
り
活
用
で
き
な
い
状
況
で

す
。
今
後
、
自
然
と
の
共
生
を
実
体
験
で
き

る
公
園
と
し
て
維
持
管
理
し
て
い
き
、
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

Q
学
校
教
育
で
の
環
境
学
習
公
園
の

活
用
状
況
は
?

A
教
育
長

　

昨
年
度
は
長
田
小
1
校
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
学
校
等
に
、
公
園
の
利
用
の
検
討
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

三
股
ら
し
さ
の
捉
え
方
に
つ
い
て

三
股
ら
し
さ
の
捉
え
方
に
つ
い
て

Q
回
覧
さ
れ
た
五
本
松
基
本
構
想
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
中
に
「
新
し
い
三
股
ら

し
さ
の
実
現
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
ま

ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
」
と
あ
る
が
、
三

股
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
き
た
か
?

A
企
画
商
工
課
長

　

三
股
ら
し
さ
と
い
う
概
念
を
明
確
に
捉

え
、
規
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
歴
史
的

検
証
に
つ
い
て
は
十
分
で
は
な
い
が
、
三
島

通
庸
の
開
拓
か
ら
始
ま
っ
た
都
市
環
境
整
備

に
よ
っ
て
町
民
意
識
が
育
ま
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
今
後
は
町
民
と
と
も
に
語
り
合

い
な
が
ら
三
股
ら
し
さ
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

本
町
の
魅
力
化
に
つ
い
て

本
町
の
魅
力
化
に
つ
い
て

Q
広
報
み
ま
た
に
あ
っ
た
「
町
の
生
い

立
ち
」
が
5
月
号
か
ら
掲
載
さ
れ
な

く
な
っ
た
が
理
由
は
?

A
総
務
課
長

　

町
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
主
旨
に
し
て
、
今
後
年
数
回
の
連
載
形
式

で「
三
股
町
史
」を
紹
介
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
長
田
峡
成
因
の
看
板
設
置
の
進
捗

状
況
は
?

A
企
画
商
工
課
長

　

先
月
末
に
補
助
金
の
内
示
を
得
ま
し
た
。

11
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
が
心
配
さ

れ
る
梶
山
城
跡
調
査
整
備
検
討
委

員
会
の
今
後
は
?

A
教
育
課
長

　

委
員
長
が
東
京
在
住
で
あ
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
開
催
を
延
期
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ー
ル
等
の
や
り
取
り
で
現
地

調
査
を
含
め
た
日
程
調
整
を
検
討
し
て
い
き

た
い
で
す
。

町長

子育て世帯に優しい事業

町オリジナルのコロナ対策は？

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 楠楠
くすくす

原原
はらはら

更更
こうこう

三三
ぞうぞう

議員議員一般質問
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特
別
定
額
給
付
金
配
布
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
配
布
に
つ
い
て

Q
今
回
の
給
付
金
は
世
帯
主
に
対
し

て
手
続
き
書
類
が
配
布
さ
れ
た
が
、

行
方
不
明
者
、
ま
た
施
設
入
所
者
で
一
人
で

手
続
き
が
で
き
な
い
方
、
Ｄ
V
な
ど
で
配
偶

者
と
別
居
し
手
続
き
が
で
き
な
い
方
な
ど
の

対
応
は
ど
う
さ
れ
た
の
か
?

A
総
務
課
長

　

6
月
1
日
時
点
で
配
偶
者
か
ら
の
Ｄ
V

（
※
）
に
関
す
る
件
数
は
4
件
あ
り
ま
し
た

の
で
話
を
詳
し
く
聞
い
た
上
で
総
合
的
に
判

断
し
、
世
帯
主
以
外
の
人
に
分
け
て
給
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
書
類
の
不
備
や
、
高
齢
に

よ
る
申
請
困
難
者
に
対
し
て
は
、
電
話
連
絡

や
担
当
職
員
が
訪
問
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

未
申
請
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
6
月
中
旬

を
目
処
に
申
請
を
進
め
る
文
書
を
発
送
し
、

確
認
作
業
を
進
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
関
係

部
署
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
適
切
に
給
付

事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

危
機
・
災
害
に
備
え
た
人
的
体
制

危
機
・
災
害
に
備
え
た
人
的
体
制

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
国
か
ら

の
対
策
、
住
民
へ
の
対
応
、
町
独
自

施
策
の
取
り
組
み
等
、
大
変
な
仕
事
を
強
い

ら
れ
た
と
思
う
。
広
報
み
ま
た
4
月
号
を
見

る
と
、
昨
年
よ
り
正
規
職
員
が
2
名
減
っ
て

い
る
。

　

住
民
の
命
・
健
康
を
守
る
こ
と
が
自
治
体

職
員
の
責
務
で
あ
る
。
今
回
の
よ
う
な
こ
と

が
再
度
起
こ
れ
ば
、
職
員
の
健
康
不
安
も
高

ま
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
災
害
や
危
機
を
予
測
し
、
正

規
職
員
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
増
や
し
て

育
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
?

A
総
務
課
長

　

本
年
度
は
退
職
7
名
、
再
任
用
4
名
、
新

採
1
名
、
県
出
向
者
2
名
復
職
し
、
増
減
は

な
い
状
態
で
す
。

　

正
規
職
員
増
員
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
突

発
的
事
業
や
緊
急
性
の
あ
る
事
業
で
は
、
全

課
一
体
と
な
っ
て
の
協
力
、
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、

想
定
さ
れ
る
災
害
発
生
へ
の
備
え
を
含
め
、

業
務
ニ
ー
ズ
に
応
じ
適
正
な
職
員
数
を
確
保

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
便
の
支
援
拡
大
に
つ
い
て

ど
う
ぞ
便
の
支
援
拡
大
に
つ
い
て

Q
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
発
生
か
ら

本
町
で
も
失
業
な
ど
で
生
活
に
困

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
口
融
資
や
、
ど

う
ぞ
便
の
利
用
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、

町
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
?

A
福
祉
課
長

　

ど
う
ぞ
便
は
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
経
済
的

困
窮
者
で
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

に
無
料
で
食
材
10
食
分
提
供
し
生
活
支
援
す

る
事
業
で
す
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
ど
う
ぞ
便
を

利
用
す
る
世
帯
が
45
世
帯
か
ら
55
世
帯
へ
と

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
二
次
補
正
予
算
で
、
こ
ど
も
宅
食
事

業
に
も
予
算
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

将
来
を
見
据
え
て
こ
ど
も
宅
食
事
業
の
基
盤

整
備
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

総務課長

適切に給付事務を 
進めていきます

コロナ対策の取り組みについて

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 上上
かみかみ

西西
にしにし

祐祐
ゆうゆう

子子
ここ

議員議員一般質問

ど
う
ぞ
便

※・

Ｄ
Ｖ
…
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（D
o
m
estic・V

io
len

ce

）
の
略
称
で
、「
家
庭
内

暴
力
」
の
意
味
。
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る

暴
力
を
指
す
。
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三股町議会だより100号記念・特別企画①

広報委員今昔

お祝いの言葉

　「創刊100号」おめでとうございます。議会と行政は

車の両輪と言われます。その理由は、行政が提案する

条例・予算などを議会が審議・議決してこそ、事業の執

行が可能であり、両者の了解のもとにまちづくりが進め

られているからです。

　これらの情報や一般質問での議員の思いを伝えるの

が、「議会だより」です。創刊からの25年を振り返って

みますと、平成7年の阪神淡路大震災、13年の町総合

文化施設の竣工、16年の単独町政の宣言、22年の口

蹄疫発生、23年の新燃岳の爆発的噴火・東日本大震

災、24 年の人口2万5千人達成、30年の町制施行70

周年事業など、その時々の話題・課題などが伺われ、

町の歩みを知る貴重な歴史的文献とみることもでき

ます。新旧広報委員の努力に感謝申し上げるとともに、

益々充実した「みまた議会だより」を期待し、お祝いの

言葉とします。

三股町町長 三股町議会議長

木佐貫・辰生 重久・邦仁

　本町の議会だよりは、平成7年10月に創刊され、今

号で第100号を迎えました。この間町民の皆様には、温

かいご支援を賜り、ありがとうございます。また、誌面

づくりにご協力をいただきました、関係各位に、感謝を

申し上げるとともに、長年、広報委員の立場で尽力いた

だいた先輩議員に、深く敬意を表し御礼申し上げます。

　さて、第1号から、現在に至るまでの間、少しだけで

すが、携わりましたので、記事にしておきます。実は、

平成7年以前、実兄が、ガリ版づくりの議会報を、配布

していました。地区住民の方からそれを楽しみにしてい

た話を聞きました。多少なりともお役に立てればの思

いがあったのだろうと思います。

　結びに、三股町の益々の発展と皆様方の健やかなる

ご隆盛をご祈念申し上げ、議会だよりが、皆様のお役に

立てれば、幸いであります。

委・員・長：堀内・和義
副委員長：田中・光子

委　員：・楠原・更三・
新坂・哲雄

委・員・長：山領・征男
副委員長：池田・克子

委　員：・小牧・利美・
吉田・浩
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三股町議会だより100号記念・特別企画②

　平成7年10月に発行された創刊号から25年が経ち、今回で100号を迎えることがで
きました。この間、三股町議会だよりは多くの広報委員の手によって作られてきました。
そこで、これまでの節目となった号数の表紙と、当時の広報委員長をご紹介します。

創刊号  H7.10.10 発行第20号  H12.8.1 発行

第50号  H26.2.1 発行第60号  H22.8.15 発行

第80号  H27.8.15 発行第90号  H30.2.15 発行

節目の議会だよりと歴代広報委員長

池田・克子・広報委員長（副）的場・茂・広報委員長

山中・則夫・広報委員長

内村・立𠮷・広報委員長

原田・重治・広報委員長

福永・廣文・広報委員長



　
議
会
だ
よ
り
は
、平
成
7
年
10

月
の
創
刊
号
か
ら
記
念
す
べ
き

1
0
0
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。一
口
に
1
0
0
号
と

い
っ
て
も
足
か
け
25
年
、多
く
の

先
輩
諸
氏
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
編

集
、継
続
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、時
の
経

過
や
積
み
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
記
念
号
で
広
報
委
員
も
わ
く
わ

く
す
る
気
分
で
企
画
を
練
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
中
で
の
議
会
、

議
会
だ
よ
り
発
行
と
な
り
複
雑
な

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
全
国
で
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
に
、感
染
者
の
増
加
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
よ
う
な
中
で
政
府
の
観
光
支
援

事
業「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」が

始
ま
り
、移
動
活
発
化
へ
の
警
戒

を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
場
面
で
三
密
を
避
け「
新

し
い
生
活
様
式
」を
模
索
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
７
月
22
日
現
在
）

■発行／三股町議会
〒889-1995　宮崎県北諸県郡三股町五本松1-1
TEL.0986-52-9310
■編集／議会広報委員会
■発行責任者／議長：重久 邦仁

堀内 和義 委員

100
編
集

後
記

三股町議会だより100号記念特別企画
そこが聞きたい！ ／ 6月の定例会報告一般質問

100号
記念記念

100100号
記念記念


